
，af 〆 ササとバンプーの名義タケ、

.  

締

に対して、ただ「高い」というととだけであると、
他にもっともっと高いものが幾らもあるから、単にそ
れだけのととがらが語源となったものとは考えられな
し、。

井室

竹の字は京草調理自に「時珍臼く、竹の字は象形であ
って、許慎の説文には、竹は冬生の卿である o 故に字
は倒まの仰に従う。 J ( もと漢文〉とある。
との竹の字のもとになったと思われる種類は、国京

や中国で広〈栽培されているマダク、ハチク、モクソ
クダグなどのマダケ属の形態を基にして作ったと考え
られる。との扇のものは各節から、殆んど2*ずつの
枝が出ることと、充分成長した枝先きには殆んど 3枚
の奨が着いている ζとである。マダケなどの薮に^ っ
て枝奨を眺める時、古人のその鋭い観察眼に先ず頭が
下る思いがする。

ササダゲ
ナナの義は大言程惑によれば「縮小竹の下略、或は雪

ふ、奨の風に吹かれて格蝕るる音を名とし、竹の異名
にしたるなり」と、また働す任三氏の瀕源誇裳によれ
ば「擦は Saで、 IJ塑の竹の意、とれを艶2てSa-saに
なった」という。
ナサと俗聞でいうのは、山麓などに生ずるd塑のも

のを指す時と、単に桁の葉を指す場合とがある。すな
ササダタ・

わち、盲目者の場合・では細竹の下略かと思えるが、後者
の場合には、竹の葉と事震が風に吹かれて鳴る音r:!T:!T、
ササ、サナ」が名と成ったと場えられる。しかし、前
者は女化の程度の低い時代の人h の口からほとほしり
出た名とはどうしても考えられない。むしろ、文化の
進んだ人h の考えだした語源説であろうと思われる。
根拠は不充分であるが恐らく、葉J号、相触れる音から
ずずの名が生れたものと思われてならない。

タチの諮源は、万奨集抄によれば「タとは高ま義な
りと、叉ケとは古語に木をケと呼ぴタグとは高き木の
意なり。」とある。
また、松村任三博士の淵源苦言議室や漢字和音によれ

ば、日本の言葉は中国の文字の音から変化したものが
多いことを主張し、 〈鐘〉直角切、音濁、竹名〉はタ
ク tak だから、 日涼語として take に変った。」と
いう。
あるいは、カールグレーシの「言文学と古代支那J (D 

によると、
近代日本語
take 
中略

母音の上では、 take とt'i，u k は一致しないことは事
実である。しかし、東アジヤの主要な培養植物の 1つ
であって、極めて多種多犠の用途を有する竹の使用法
を原始日本人が中国人から学ばなかったと言うととは
殆んど信じ得られないことである。 t'J，u k は酒屋六世
記の発音であって、それより数世組以前犯は恐らく一
層広く開いた母音を有していたと言う事実を take と
言う言葉が示しているものと思われる。
と主張しているのである。
しかし、私はどうも上の諸説には賛成できない。
たけ〈桁〉、たけ〈菌〉、たけ〈岳〉、たけ〈丈〉、た
けし〈猛〉、たかし〈高〉、日たけたり、年たけたり、智
たけたりなどの一連の日本語から、たけし G王手容詞〉、
た;，C ( 形容詞〉や、以〈動詞の〉地という語幹
をもとにして、生れたものと思われてならない。
すなわち、猛烈なる、盛んなる、長ずる、高くなる
などの意味を含んだものと思われ息。特に「勢い盛ん
にどんどん伸びる」というのが原義で品うると恩われ
る。茸〈タグ〉というのは、「たけしい、くさびら」と
いう意味であろう。その猛しさが誇源となってタケが
できたと考えられてならない。恐らく茸は男性器の形

古代支那語
t'iuk 

北京語
chu 

古代日京語
take 竹

笹の字は和字である。橘E 一氏の全国植物方言集
〈昭和14年〉によると、宮崎、鹿沼島、和歌山の諸地方
で竹の節聞をヨ、またはヨ一久呼ぶ由、笹は竹百比べ
て節聞が短かいから大規文彦先生のいわれる、節をf詮
に代え、竹に寄せて、笹の字が三討もたものであること
が領かれる。

よりも猛しさと一連のものと思われる。
思うにタクの誇滋は「省の生長の早いこと」が名の

おとりで、他のいずれの植物よりも短時国に著しく成
長するので、とれが名となったものと思われる。とれ

カーノレグレシ( B . Karlgren) の著、古文学と古代支那 (Phi!ology and AncieIit  ベルシハルト、
China)。
との警は岩村忍、魚返善雄共訳、支那言語学概論、文求堂発行、昭和15年干日。
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① 



なお、酔漢字名のi長当? となくてはならないな[ のような見解から 1 m同らぬ小型であるが竹の 1種
どと主張する学者があるが、もともと日中両国で、そ! である。
れぞれ透った憾物に対してつけられた名で、和産のず
ずに、渓名の篠をi結びつけることの方が、余程、不自 l

然な、非科学的なことである。

パンブーの認は東南アジヤの植物が産んだ言葉であ
る。マレ一半島などの竹類は地下茎の先端が上向して

我々の祖先は竹と笹をどうして区別して命名したか

l秤となる。それ故、手早は肉が特に厚く、族生す石。こ
の多数の群が大火にあうと節間の空気が膨張して、厚

というと、得を利用しているものには0 0ダケ、実を! い材を裂き、怒せられた宅気が裂け目から吹き出るの
食器とか観賞用などに用いたものには0 0付と命名[ である。この音を聴くと、大まくパシプー、パシブー
した。例えば竹として稗を利用したものではマダケ、 ! ときこえるのである。同時に熱い空気が吹きでるので
ハチ九ヤダケ、ススダヶ、カシチク、ネマガリダ! ある。それで遂に、マレ一地方の土人がその音からパ
ク、 νノダケ、ゴキダケなどで、笹と呼んだものには y プ - Bambu といい出したといわれる。

(  その後、東西の交通がさかんになるにつれてパンプクマサナ. ナマキサナ、ネナサ、オカメサずなどであ l

る。 ーの稗と名材、が西洋各国に伝り、同一爆音パシプーを
しかし学問的には、竹と笹の区別は、タケノカワが l 諾斡として事長[ じしたと思われるのである。すなわち、

笥の成長後に落ちるか、あるいは永久に着けているか イシド諾では M a m b u (  =  Bambu)、スペイジ諮では
:  B a m b u，ポノレトガノレ語では B a m b u、英語では Bam-ということで、前者を竹といい、後者を笹と呼ぶこと l

を私が提唱したo 上記の種類で竹の類には7 ダケ、ハ， boo，ドイツ誇では Bambus、フランス諾では Bambou，
チクでヤダケ、スズダケ、カシチク、ネマガリダケ、 l ソ聯誇では Bambuk、イタリー誇では Bambu、ォラ
νノダケ、ゴキダケなどはクマナナ、チマキナナなど y ダ語では Bambo郎、ラテン諾では Bambusa と語尾
とともに笹のグループである。また、オカメナサは上 l が変化している。

①武図久官、民狭と棺物、 144ページ、〈昭和22年〉

新刊紹介

六甲山系植物誌

神戸市農政局編

; 4 ; : 蓄は神戸市の委嘱によって京都大学農学部の岡本 l ことである。また、牧野富太郎先生などの摺物図鑑は
省吾先生が昭和11年から25年まで四季に亙って採集調 l主として関東辺のものと、関西の普通穫とであるが、
王まされたもので、六甲山を中心として神戸市の海浜か l本書と図鑑が揃うと設でも容易に種類を決定出来るこ
ら、東は武庫川、西は明石}II、北は丹上山、帝釈山 ! とである。それ故、単に神戸注入だけでなく、関西の
千苅までの聞の自生、または栽培品を含むνダ抱物以| 方なら大いに利用して裁くととの出来る好著である。
上の調査報告書である。 なお、口絵は美しい64枚の写真と附震には学名、和
調査記録した植物は 159科、 651震 1200屋、 214変| 名の丁寧な索引が付けてある。

種、 35品種である。この穏物種類数は木県所産の殆ん| 出版は神戸市長政局で非売品として出版されたもの
ど大部分を占めている。我々の最もよろとばしいこと! であるが、特に篤志家のために 50部が市日反されたか
は各科名の次に属の検察表があり、続いて種類の検索| ら、希望の方は至急注文されることを筒薦めする。
表が付けてある。検索表には専門書と違い、皇室棄の形
態に重きを置いているので一月で種類を決定すること
が出来る。また種類の次には突に要領を得た説明も記
重宝されていることである。それ故、どんな初心者でも
自由に、; 4 ; : 警に基づいて種類を決定することが出来る
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B 5版、 145ページ、上質紙使用、写真 64枚、京製
本、定価 1，000円、送料50円、昭和30年 8 月31日発
行、
発行演、大阪市大淀区中津本通 2丁目 104、六月社

〈雲井縛〉


